
（
鉛
中
毒
予
防
規
則
の
一
部
改
正
）

第
二
条

鉛
中
毒
予
防
規
則
（
昭
和
四
十
七
年
労
働
省
令
第
三
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

目
次
中
「
第
二
十
三
条
」
を
「
第
二
十
三
条
の
三
」
に
改
め
る
。

第
二
章
中
第
二
十
三
条
の
次
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。

（
労
働
基
準
監
督
署
長
の
許
可
に
係
る
設
備
の
特
例
）

第
二
十
三
条
の
二

事
業
者
は
、
第
五
条
か
ら
第
十
三
条
ま
で
及
び
第
十
九
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
次
条
第
一

項
の
発
散
防
止
抑
制
措
置
（
鉛
等
又
は
焼
結
鉱
等
の
粉
じ
ん
の
発
散
を
防
止
し
、
又
は
抑
制
す
る
設
備
又
は
装
置

を
設
置
す
る
こ
と
そ
の
他
の
措
置
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
及
び
次
条
に
お
い
て
同
じ
。）に
係
る
許
可
を
受
け
る
た

め
に
同
項
に
規
定
す
る
鉛
の
濃
度
の
測
定
を
行
う
と
き
は
、
次
の
事
項
を
確
認
す
る
の
に
必
要
な
能
力
を
有
す
る

と
認
め
ら
れ
る
者
の
う
ち
か
ら
確
認
者
を
選
任
し
、
そ
の
者
に
、
あ
ら
か
じ
め
、次
の
事
項
を
確
認
さ
せ
た
上
で
、

鉛
等
又
は
焼
結
鉱
等
の
粉
じ
ん
の
発
散
源
を
密
閉
す
る
設
備
、
局
所
排
気
装
置
及
び
プ
ッ
シ
ュ
プ
ル
型
換
気
装
置

を
設
け
な
い
こ
と
が
で
き
る
。

一

当
該
発
散
防
止
抑
制
措
置
に
よ
り
鉛
等
又
は
焼
結
鉱
等
の
粉
じ
ん
が
作
業
場
へ
拡
散
し
な
い
こ
と
。

二

当
該
発
散
防
止
抑
制
措
置
が
鉛
業
務
に
従
事
す
る
労
働
者
に
危
険
を
及
ぼ
し
、
又
は
労
働
者
の
健
康
障
害
を

当
該
措
置
に
よ
り
生
ず
る
お
そ
れ
の
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。

第
二
十
三
条
の
三

事
業
者
は
、
第
五
条
か
ら
第
十
三
条
ま
で
及
び
第
十
九
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
発
散
防
止

抑
制
措
置
を
講
じ
た
場
合
で
あ
つ
て
、
当
該
発
散
防
止
抑
制
措
置
に
係
る
作
業
場
の
空
気
中
に
お
け
る
鉛
の
濃
度

の
測
定
（
当
該
作
業
場
の
通
常
の
状
態
に
お
い
て
、
労
働
安
全
衛
生
法
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。）第
六
十
五
条
第

二
項
及
び
作
業
環
境
測
定
法
施
行
規
則
（
昭
和
五
十
年
労
働
省
令
第
二
十
号
）
第
三
条
の
規
定
に
準
じ
て
行
わ
れ

る
も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）の
結
果
を
第
五
十
二
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
準
じ
て
評
価
し

た
結
果
、
第
一
管
理
区
分
に
区
分
さ
れ
た
と
き
は
、
所
轄
労
働
基
準
監
督
署
長
の
許
可
を
受
け
て
、
当
該
発
散
防

止
抑
制
措
置
を
講
ず
る
こ
と
に
よ
り
、
鉛
等
又
は
焼
結
鉱
等
の
粉
じ
ん
の
発
散
源
を
密
閉
す
る
設
備
、
局
所
排
気

装
置
及
び
プ
ッ
シ
ュ
プ
ル
型
換
気
装
置
を
設
け
な
い
こ
と
が
で
き
る
。

２

前
項
の
許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
事
業
者
は
、
発
散
防
止
抑
制
措
置
特
例
実
施
許
可
申
請
書
（
様
式
第
一
号
の

二
）
に
申
請
に
係
る
発
散
防
止
抑
制
措
置
に
関
す
る
次
の
書
類
を
添
え
て
、
所
轄
労
働
基
準
監
督
署
長
に
提
出
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

作
業
場
の
見
取
図

二

当
該
発
散
防
止
抑
制
措
置
を
講
じ
た
場
合
の
当
該
作
業
場
の
空
気
中
に
お
け
る
鉛
の
濃
度
の
測
定
の
結
果
及

び
第
五
十
二
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
準
じ
て
当
該
測
定
の
結
果
の
評
価
を
記
載
し
た
書
面

三

前
条
第
一
項
の
確
認
の
結
果
を
記
載
し
た
書
面

四

当
該
発
散
防
止
抑
制
措
置
の
内
容
及
び
当
該
措
置
が
鉛
等
又
は
焼
結
鉱
等
の
粉
じ
ん
の
発
散
の
防
止
又
は
抑

制
に
つ
い
て
有
効
で
あ
る
理
由
を
記
載
し
た
書
面

五

そ
の
他
所
轄
労
働
基
準
監
督
署
長
が
必
要
と
認
め
る
も
の

３

所
轄
労
働
基
準
監
督
署
長
は
、
前
項
の
申
請
書
の
提
出
を
受
け
た
場
合
に
お
い
て
、
第
一
項
の
許
可
を
し
、
又

は
し
な
い
こ
と
を
決
定
し
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
文
書
で
、
そ
の
旨
を
当
該
事
業
者
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

４

第
一
項
の
許
可
を
受
け
た
事
業
者
は
、
第
二
項
の
申
請
書
及
び
書
類
に
記
載
さ
れ
た
事
項
に
変
更
を
生
じ
た
と

き
は
、
遅
滞
な
く
、
文
書
で
、
そ
の
旨
を
所
轄
労
働
基
準
監
督
署
長
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５

第
一
項
の
許
可
を
受
け
た
事
業
者
は
、
当
該
許
可
に
係
る
作
業
場
に
つ
い
て
の
第
五
十
二
条
第
一
項
の
測
定
の

結
果
の
評
価
が
第
五
十
二
条
の
二
第
一
項
の
第
一
管
理
区
分
で
な
か
つ
た
と
き
及
び
第
一
管
理
区
分
を
維
持
で
き

な
い
お
そ
れ
が
あ
る
と
き
は
、
直
ち
に
、
次
の
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

当
該
評
価
の
結
果
に
つ
い
て
、
文
書
で
、
所
轄
労
働
基
準
監
督
署
長
に
報
告
す
る
こ
と
。

二

当
該
許
可
に
係
る
作
業
場
に
つ
い
て
、
当
該
作
業
場
の
管
理
区
分
が
第
一
管
理
区
分
と
な
る
よ
う
、
施
設
、

設
備
、
作
業
工
程
又
は
作
業
方
法
の
点
検
を
行
い
、
そ
の
結
果
に
基
づ
き
、施
設
又
は
設
備
の
設
置
又
は
整
備
、

作
業
工
程
又
は
作
業
方
法
の
改
善
そ
の
他
作
業
環
境
を
改
善
す
る
た
め
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

三

前
二
号
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
事
業
者
は
、
当
該
許
可
に
係
る
作
業
場
に
つ
い
て
は
、
労
働
者
に
有
効
な

呼
吸
用
保
護
具
を
使
用
さ
せ
る
こ
と
。

６

第
一
項
の
許
可
を
受
け
た
事
業
者
は
、
前
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
措
置
を
講
じ
た
と
き
は
、
そ
の
効
果
を
確

認
す
る
た
め
、
当
該
許
可
に
係
る
作
業
場
に
つ
い
て
空
気
中
に
お
け
る
当
該
鉛
の
濃
度
を
測
定
し
、
及
び
そ
の
結

果
の
評
価
を
行
い
、
並
び
に
当
該
評
価
の
結
果
に
つ
い
て
、
直
ち
に
、
文
書
で
、
所
轄
労
働
基
準
監
督
署
長
に
報

告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

７

所
轄
労
働
基
準
監
督
署
長
は
、
第
一
項
の
許
可
を
受
け
た
事
業
者
が
第
五
項
第
一
号
及
び
前
項
の
報
告
を
行
わ

な
か
つ
た
と
き
、
前
項
の
評
価
が
第
一
管
理
区
分
で
な
か
つ
た
と
き
並
び
に
第
一
項
の
許
可
に
係
る
作
業
場
に
つ

い
て
の
第
五
十
二
条
第
一
項
の
測
定
の
結
果
の
評
価
が
第
五
十
二
条
の
二
第
一
項
の
第
一
管
理
区
分
を
維
持
で
き

な
い
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
当
該
許
可
を
取
り
消
す
も
の
と
す
る
。

第
五
十
二
条
の
二
第
一
項
中
「
労
働
安
全
衛
生
法
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。）」
を
「
法
」
に
改
め
る
。

第
五
十
二
条
の
三
第
三
項
中
「
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
を
「
講
ず
る
と
と
も
に
、
前
条
第
二
項
の
規
定
に
よ

る
評
価
の
記
録
、
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
講
ず
る
措
置
及
び
前
項
の
規
定
に
基
づ
く
評
価
の
結
果
を
次
に
掲
げ
る

い
ず
れ
か
の
方
法
に
よ
つ
て
労
働
者
に
周
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
に
改
め
、
同
項
に
次
の
各
号
を
加
え
る
。

一

常
時
各
作
業
場
の
見
や
す
い
場
所
に
掲
示
し
、
又
は
備
え
付
け
る
こ
と
。

二

書
面
を
労
働
者
に
交
付
す
る
こ
と
。

三

磁
気
テ
ー
プ
、
磁
気
デ
ィ
ス
ク
そ
の
他
こ
れ
ら
に
準
ず
る
物
に
記
録
し
、
か
つ
、
各
作
業
場
に
労
働
者
が
当

該
記
録
の
内
容
を
常
時
確
認
で
き
る
機
器
を
設
置
す
る
こ
と
。

第
五
十
二
条
の
四
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

前
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
事
業
者
は
、
前
項
の
場
所
に
つ
い
て
は
、
第
五
十
二
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に

よ
る
評
価
の
記
録
及
び
前
項
の
規
定
に
基
づ
き
講
ず
る
措
置
を
次
に
掲
げ
る
い
ず
れ
か
の
方
法
に
よ
つ
て
労
働
者

に
周
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

常
時
各
作
業
場
の
見
や
す
い
場
所
に
掲
示
し
、
又
は
備
え
付
け
る
こ
と
。

二

書
面
を
労
働
者
に
交
付
す
る
こ
と
。

三

磁
気
テ
ー
プ
、
磁
気
デ
ィ
ス
ク
そ
の
他
こ
れ
ら
に
準
ず
る
物
に
記
録
し
、
か
つ
、
各
作
業
場
に
労
働
者
が
当

該
記
録
の
内
容
を
常
時
確
認
で
き
る
機
器
を
設
置
す
る
こ
と
。

第
五
十
八
条
第
二
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

六

第
二
十
三
条
の
二
の
発
散
防
止
抑
制
措
置
に
係
る
鉛
業
務
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